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近
代
初
期
の
天
皇
家
を

影
か
ら
支
え
た
「
伏
屋
美
濃
」

　

常
円
寺
の
墓
地
に
「
伏
屋
」
と
い
う
方
の
お
墓
が

あ
る
。

　

こ
の
度
、
こ
の
お
墓
に
眠
る
「
伏
屋
美
濃
」
と
い

う
人
物
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
伏
屋
美
濃
刀
自

小
伝
』（
以
下
『
小
伝
』）
と
い
う
書
が
出
版
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
同
書

を
通
じ
こ
の
「
伏
屋
美
濃
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
。

　
〈
伏
屋
家
と
美
濃
〉

　

伏
屋
美
濃
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
二

月
十
九
日
、
京
都
丸
太
町
河
原
御
殿
の
九
條
邸
内
に

生
ま
れ
た
と
い
う
。
父
は
伏
屋
左
衛
門
重
宣
、
母
は

琴
と
い
い
、
阿
波
国
坂
田
氏
の
出
で
京
都
の
公
家
高

辻
家
に
仕
え
て
い
た
者
で
あ
る
と
い
う
。
伏
屋
家
は
、

美
濃
国
伏
屋
郷
を
出
自
と
す
る
一
族
で
、
江
戸
時
代

は
一
橋
家
に
仕
え
、
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
京
都
の
九

條
家
に
仕
え
る
身
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

美
濃
は
幼
名
を
道
子
と
い
っ
た
。「
美
濃
」
と
い

う
名
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、「
刀
自
」
と
い
う

の
は
、
元
来
、
戸と

ぬ
し主
の
事
を
い
い
、
男
性
の
「
刀と

禰ね

」
に
対
し
女
性
の
戸
主
を
指
し
た
。
後
に
触
れ
る

よ
う
に
美
濃
が
他
家
に
嫁
す
る
の
で
は
な
く
、
婿
を

迎
え
た
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
さ
て
、
美
濃
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四

一
）、
十
三
歳
の
時
、
母
の
縁
に
よ
っ
て
高
辻
家
に

奉
公
し
、
十
五
歳
で
結
婚
。
相
手
は
阿
波
国
出
身
の

原
田
頼
母
重
光
と
い
う
人
物
で
、
伏
屋
家
へ
の
入
婿

で
あ
っ
た
。
重
光
と
の
間
に
は
三
男
五
女
が
生
ま
れ

た
。
現
在
、
常
円
寺
に
残
る
伏
屋
家
の
墓
籍
帳
に
は
、

夫
重
光
と
と
も
に
長
男
の
重
文
、
三
女
の
守
子
の
名

前
が
見
え
る
。

　
〈
明
治
天
皇
の
乳
人
と
し
て
〉

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
九
月
、
孝
明
天
皇
の
第

二
皇
子
が
生
ま
れ
る
。
元
来
、
天
皇
家
、
公
卿
の
諸

家
で
は
乳め

の
と人
と
よ
ば
れ
る
、
実
母
に
代
わ
っ
て
乳
を

与
え
る
者
（
乳
離
れ
し
た
後
、
養
育
を
担
う
場
合
も

指
す
）
が
召
抱
え
ら
れ
て
い
た
が
、『
小
伝
』
に
よ

る
と
、
当
時
の
宮
中
は
財
政
が
厳
し
く
、
そ
の
た
め

乳
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
ず
、
誕
生
し
た
皇
子
・
皇

女
の
乳
は
朝
夕
市
中
に
薪
な
ど
を
行
商
に
来
る
「
大

原
女
」
な
ど
か
ら
得
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

孝
明
天
皇
に
は
す
で
に
皇
子
と
皇
女
の
二
人
の
子
が

生
ま
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
幼
く
し
て
亡
く
し
て

い
た
。
幼
い
皇
子
・
皇
女
に
患
い
が
多
い
の
は
、
乳

人
の
た
め
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
た
孝
明
天
皇
は
、
健

康
・
教
養
共
に
豊
か
な
る
婦
人
の
乳
を
も
っ
て
御
養

育
に
当
た
ら
せ
た
い
と
、
誕
生
し
た
皇
子
の
乳
人
の

選
定
を
厳
密
に
し
た
。
そ
の
任
は
皇
子
の
生
母
（
中

山
慶
子
）
の
実
家
で
あ
る
中
山
家
に
命
ぜ
ら
れ
、
九

條
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
重
光
の
妻
が
最
適
任
者
と
し

て
選
ば
れ
た
。「
美
濃
」
と
い
う
名
は
、
こ
の
時
主

家
で
あ
る
九
條
家
の
当
主
道
実
よ
り
賜
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
美
濃
は
の
ち
に
明
治
天
皇
と
な

る
祐

さ
ち
の
み
や宮
の
乳
人
と
し
て
宮
中
に
参
内
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
〈
大
正
天
皇
の
養
育
掛
と
し
て
〉

　

翌
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
月
、
美
濃
は
病
の

た
め
退
仕
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
約
一
年
余
り
そ
の

役
目
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
は
年
賀
や
中
元
に
は
必

ず
参
内
す
る
ほ
か
、
生
母
中
山
慶
子
の
召
し
に
よ
っ

て
参
内
し
祐
宮
を
見
守
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
八
月
、
明
治
天
皇
の

第
三
皇
子
明は

る
の
み
や
宮
、
の
ち
の
大
正
天
皇
が
東
京
の
青

山
御
所
に
誕
生
す
る
。
明
治
天
皇
は
、
誕
生
し
た
皇

子
の
世
話
係
を
、自
身
の
祖
父
で
あ
る
中
山
忠
能（
母

慶
子
の
父
）
に
託
す
が
、
そ
の
養
育
掛
詰
と
し
て
同

年
十
一
月
に
美
濃
が
命
じ
ら
れ
る
。
美
濃
は
、
前
々

年
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
中
山
慶
子
の
意
を

受
け
東
京
に
移
り
住
ん
で
い
た
が
、
再
び
皇
子
の
養

育
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
明
宮
は
中
山

邸
に
て
七
歳
ま
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
が
、
誕
生
後

は
病
弱
で
、
侍
医
が
さ
ま
ざ
ま
に
手
を
つ
く
し
て
そ

の
健
康
の
改
善
に
つ
と
め
た
。
侍
医
で
あ
っ
た
浅
田

宗
伯
は
「
宮
の
御
健
康
は
予
の
力
な
ど
に
よ
り
た
る

も
の
に
あ
ら
ず
。
全
く
そ
な
た
の
丹
誠
奉
仕
に
よ
る

も
の
な
り
」
と
美
濃
に
語
っ
た
と
い
う
。
結
局
、
美

濃
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
、
病
に
よ
っ

て
退
任
す
る
が
、
約
三
年
間
そ
の
養
育
に
あ
た
っ
た

の
で
あ
る
。

　
〈
美
濃
の
顕
彰
〉

　

晩
年
、
美
濃
は
腎
臓
病
を
患
っ
た
と
い
う
。
そ
の

中
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
昭
和
天
皇
が

誕
生
し
た
際
に
は
、
御
七
夜
に
抱
き
上
げ
た
。
治
療

に
は
宮
中
か
ら
は
侍
医
が
派
遣
さ
れ
、
毎
日
牛
乳
・

ス
ー
プ
が
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
が
、
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
十
月
二
十
五
日
、
享
年
七
十
八
歳
に

て
死
去
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
小
伝
』
は
、
そ
の
三
十
三
回

忌
に
当
た
る
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
「
伏
屋

美
濃
顕
彰
会
」
と
い
う
会
が
発
行
し
て
い
る
。
本
文

に
よ
れ
ば
、
直
系
の
祭
祀
者
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
「
刀
自
の
遺
徳
を
追
憶
す
る

篤
志
の
人
」
に
よ
っ
て
「
祭
祀
を
営
み
併
せ
て
刀
自

が
皇
室
に
奉
仕
せ
る
事
蹟
の
湮
滅
す
る
を
恐
れ
、
そ

の
小
伝
を
編
纂
」し
た
と
い
う
。そ
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
健
在
で
あ
っ
た
四
女
と
孫
（
重
子
）
へ
の
聞
き

取
り
、ま
た
、そ
の
序
文
を
大
正
天
皇
の
生
母
で
あ
っ

た
柳
原
愛な

る
こ子
の
甥
で
あ
る
柳
原
義
光
が
書
い
て
い
る

よ
う
に
、
美
濃
に
縁
す
る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
序
文
で
義
光
は
「
美
濃
刀
自

は
皇
道
精
神
に
基
づ
き
た
る
日
本
婦
人
の
儀
表
模
範

と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
純
忠
至
誠
の
徳
行
は
永
く

後
世
に
伝
へ
て
以
っ
て
女
子
の
鑑
と
な
す
べ
き
で
あ

る
」
と
述
べ
、
ま
た
本
文
で
も
、「
七
十
八
歳
の
生

涯
を
皇
国
の
婦
道
に
尽
く
し
不
言
実
行
身
を
以
っ
て

範
を
垂
れ
し
こ
の
昭
々
た
る
事
蹟
を
世
に
広
む
る
を

得
ば
、
今
日
の
世
道
人
心
に
益
す
る
所
亦
尠
か
ら
ざ

る
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、美
濃
は
「
皇

国
婦
道
」、「
婦
道
」
と
は
「
婦
人
と
し
て
守
り
行
う

べ
き
道
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
の
日
本
女
性
の

模
範
と
な
る
べ
き
人
物
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
昭
和
十
三
年
と
い
う
年
の
日
本
は
、
前
年
の

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
日
中
戦
争
が
開
始
さ

れ
、こ
の
年
「
国
家
総
動
員
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
て
国
民
全
体
を
戦
争
へ
と
導
い
て
い
く
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
同
年
、『
昭

憲
皇
太
后
御
遺
訓
婦
道
読
本
』
と
い
う
書
物
が
発
刊

さ
れ
て
い
る
。
昭
憲
皇
太
后
と
は
明
治
天
皇
の
皇
后

で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
国
民
精
神
総
動
員
が
開
始
さ

れ
た
日
本
で
、
挙
国
一
致
の
実
を
挙
げ
る
た
め
に
婦

人
の
力
が
必
要
で
あ
り
、「
過
去
の
日
本
女
性
が
培
っ

て
き
た
婦
道
を
正
し
く
踏
」
む
必
要
が
あ
る
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
想
と
し
て
、
昭
憲
皇
太
后
を

模
範
と
し
て
い
る
。                    

　

美
濃
の
顕
彰
は
、
そ
の
縁
者
に
よ
る
美
濃
に
追
善

の
心
の
表
れ
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
、
当
時
の
日
本

に
、
質
素
倹
約
と
皇
室
へ
の
至
誠
を
貫
い
た
美
濃
と

い
う
人
物
の
姿
を
模
範
と
し
て
示
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
記
憶
を
継
承
し
、
社
会
に
向

け
る
こ
と
も
先
人
の
供
養
の
一
つ
の
形
で
あ
ろ
う
。

連
　
載

第
42
回

伏屋美濃。16 歳の時には身の丈が
五尺三寸（約 160 ㌢）あったという。




